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兵庫医療大学�

気軽に活動を見に来て下さい！�

ユニークな作品を作っています�
陶芸サークル　部長　リハビリテーション学部作業療法学科　3年生　木村　美喜さん�

Huhsバレーサークル　代表　看護学部　3年生　吉岡　真奈美さん�

　現在11名が所属し、月に2回、Ｍ-312教室で陶器作品を制作

しています。先輩･後輩に関係なく仲が良く、楽しい雰囲気の中で、

皆で話をしながら作品作りをしています。

　制作にあたっては個人の自由を尊重しているので、いつもユニ

ークで個性溢れる作品に仕上がります。最近、今までのものとは

別の新しい土を使い始めました。土によって作品の表情も変わ

ってくるので、どのような仕上がりになるか、とても楽しみです。

　今後も、フリーマーケットなどで出品したり、大学祭での展示に

力を入れていきたいと思っています。ぜひ作品を見てください！ 

　現在約70名が所属し、週に1回、兵庫医療大学体育館で練習をしています。毎回の練習では20～30人が集

まり、楽しくプレーしています。

　練習は男女混合や男女別などチーム編成を変えて行うため、色々なメンバーと話をすることができ、皆が仲良

くなります。サークルにはバレーボール初心者

から経験者まで様々いるので、まずは「楽しく

バレーをすること」を第一に考え、それぞれの

ペースにあった練習ができるように工夫をし

ています。

　今後は大会にも出場し、今まで以上にバレ

ーボールを楽しみながら、活動日を増やしてい

きたいと思います。興味のある方は気軽に活

動を見に来て下さい！

課外活動紹介�

8第� 回�
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7月・8月の行事予定�
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8日

13日

18日

22日

市民健康講座「さまざまな皮膚の病気」（第3会議室／皮膚科　津田　達也学内講師）　

早期臨床体験実習（～17日）

オープンキャンパス　「ひと足お先に兵庫医療大学生！」

市民健康講座「うつ病について」（第3会議室／精神科神経科　大原　一幸講師）　

第4回兵庫医科大学がんセンター講演会「がん医療従事者研修」（平成記念会館）
　講演㈵ 「肺がん診療の基本的事項と最近の話題」
　講演㈼「肺がんの画像診断－肺がん診療におけるＰＥＴ/ＣＴの役割-」

8月�
兵庫医科大学

兵庫医療大学

兵庫医療大学

兵庫医科大学病院

兵庫医療大学

8、9日

19日

22、23日

オープンキャンパス

早期臨床体験実習（～7日）

オープンキャンパス　「ひと足お先に兵庫医療大学生！」

市民健康講座「美容外科と形成外科」　（第3会議室／形成外科　福田　健児講師）

オープンキャンパス　「チーム医療を学ぼう！」

3日



国内感染者370人。1都2府７県。厚労省は大阪、兵庫の約85％が回復と発表。
両府県には国内全体の患者の約96％を占める337人が集中し、286人が回復。

新型インフルエンザを巡る動き （厚労省発表、新聞報道などを参考に作成）�
新型インフルエンザにより本法人、学生、および関係者の方々に大きな影響が出ました。3月下旬から5月末までの一連の経緯を取りまとめました。�
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米カリフォルニア州インペリアル郡の少女が発症

メキシコで最初の発症が見つかる。

感染者は13カ国367人に。

感染者は25カ国2,500人に。

感染者6千人超す。

感染者は39カ国、8,480人。死者数は72人。

感染者約1万4千人、52カ国。死者100人を突破。

発熱外来の都道府県別設置状況を公表。全国で793カ所の発熱外来が設置。

国内感染者は1都2府7県の364人。

神戸市「安心宣言」、京都も学校再開。

国内感染者計379人に。

WHOが緊急事態と声明を発表。米カンザス州で2人の感
染を認定。感染者は19人に。メキシコが感染が疑われる人
は1324人、死者81人。メキシコ政府は非常事態宣言を出す。

米国の感染者は5州20人。
同国が緊急事態宣言。カナダで感染者6人を確認。

メキシコ政府が「異常なインフルエンザ発症で
20人が死亡」と発表

●兵庫医科大学病院：保健所で指定された医療機関を受診していただくことを案内

●篠山病院：正面玄関で海外渡航歴、発熱の確認開始

●篠山病院：看護・事務職員による面会時間における入口での個 別チェックを実施。

●兵庫医科大学、大学院：6月1日より新型インフルエンザに関する取り扱いを解除し、通常の取扱とする

●兵庫医療大学薬学部、兵庫医科大学合同イベント中止

●兵庫医科大学病院：病院出入口付近に新型インフルエンザに関する注意喚起
●兵庫医科大学：ゴールデンウィーク期間中の対応を通知

●兵庫医科大学病院：10号館別棟（旧卒後臨床研修センター）を「新型インフルエンザ外来」として整備
●篠山病院：連休中の対応を通知

●兵庫医科大学病院：お見舞い（面会）を当面間、自粛をお願いする通知
●ささやま老人保健施設：予防通所リハの受入を中止（２２日迄）

●兵庫医科大学、大学院、兵庫医療大学：５月２５日（月）から授業を再開通知。
●篠山病院：感染症状が見られる方へのお願いを改訂、業者の来院の自粛を通知。

●兵庫医療大学：課外活動禁止を解除
●兵庫医科大学病院：発熱等患者の入口を1号館正面玄関に制限（誘導による）。事務局による案内も東タクシー乗場を解除

●兵庫医科大学病院：新型インフルエンザのため市民健康講座中止
●兵庫医科大学病院：政府の基本方針改定に伴い、院内行事で院内職員のみ行事自粛を解除。ただし、外部の
者が入る場合は5/31まで自粛を通知

●神戸市長より休校要請
●兵庫医療大学：5月16日（土）から22日（金）まで休校とする

●西宮市長より休校要請
●兵庫医科大学、大学院：5月18日(月）から5月24日(日）まで休校とする
●篠山病院：面会を自粛するお願いを通知。全教職員及び出入業者にマスク着用を義務付け。篠山市からの市民に向けた対応文書を院内掲示。

●兵庫医科大学病院：第4回新型インフルエンザ緊急対策会議。蔓延国からの帰国は自宅待機の対象とせず、1
週間は問診票を記入、サージカルマスク着用し、就業を許可
●兵庫医科大学病院：医療従事者向け説明会実施
●篠山病院：感染対策委員会（臨時）チェック体制のレビュー及び問題点の検討を実施

●兵庫医科大学：授業を再開、5月末まで課外活動禁止
●兵庫医科大学大学院：講義を再開
●兵庫医療大学：以後2週間は授業時間を短縮、課外活動禁止。発熱相談室開設
●兵庫医科大学病院：感染症状を疑う患者さんへの対応として病院玄関前での症状確認対応開始。当面2週間
発熱等患者の入口を1号館東タクシー乗場玄関及び正面玄関に制限（誘導による）。感染対策委員会開催
●篠山病院：感染対策委員会(臨時）　出入口を２ヶ所から４カ所に開放することを決定
●ささやま老人保健施設：正面玄関、搬入口を開放、面会規制は継続

●兵庫医科大学病院：第2回新型インフルエンザ緊急対策会議。海外渡航：蔓延国は延期または自粛。発生国・
発生疑い国は自粛を原則解除へ。立入り業者に対してアポイントをとった上でマスク装着し立ち入るよう病院玄関
に掲示。面会制限：原則自粛。病棟等で許可を得た場合はマスク着用の上、面会許可（5/20から掲示）
●兵庫医療大学：学長を責任者とする新型インフルエンザ対策本部設置
●篠山病院：感染対策委員会。19日より看護部長初め職員が入口に待機し疑い来院者対応する体制を開始

●兵庫医科大学病院：第3回新型インフルエンザ緊急対策会議
●篠山病院：感染対策委員会(臨時）開催。入場チェック体制強化を決定。出入口を正面玄関及びリハセンター入口に制限し、
早朝より夜間まで、複数の看護・事務職員を配置。来院者の個別健康チェックを実施。発熱等疑い者は、別入口からの臨時診
察室にて、診察・検査を実施。夜間は正面玄関も施錠し当直による完全チェック体制を敷く。海外渡航方針の変更を通知
●ささやま老人保健施設：出入口を施錠し面会を制限

●感染対策委員会で新型インフルエンザ対応策を検討
●兵庫医科大学：5･6学年 海外渡航全面禁止、1～4学年 感染国への海外渡航禁止

●兵庫医科大学病院：第１回新型インフルエンザ緊急対策会議新型インフルエンザ対応、医療従事者向け説明会実施
●兵庫医科大学、大学院：5月末まで海外渡航全面禁止を通知
●兵庫医療大学：感染国への渡航を禁ずる通知
●篠山病院：感染対策委員会(臨時)開催対応の確認、来院者に対する注意喚起を掲示、職員の感染国への渡航を禁ずる通知
●ささやま老人保健施設：来院者に対する注意喚起を掲示

WHO新型インフルエンザの発生を正式認定。
米国で死者1人。

新型インフルエンザ発生　厚労相宣言　新型インフルエンザ診断基準を
公表（厚労省）メキシコ･米国・カナダからの帰国便の機内検疫実施。

兵庫県・西宮市など新型インフルエンザ対策本部を設置。兵庫県内39病
院に専用外来、発熱電話相談窓口設置。

未明、横浜市の高校生に新型インフルエンザ感染の疑い。
その後、横浜の高校生は感染否定。

WHOが警戒レベルを「フェーズ4」から「フェーズ5」に
引き上げ。メキシコでは死者152人。感染確認は7カ国に。

メキシコ感染者数2498人、死亡者159人。米国感
染者91人、死亡者1人に。その他8カ国49人が感染。

感染確定はメキシコの感染者2955人、死者176人。
（疑い例を含む）米国は感染者109人。死者1人。

国内で初の感染者が出る。成田で帰国の高校生ら3人、カナダから米国
経由で帰国した日本人３人が新型インフルエンザに感染。

新型インフルエンザ対策本部専門家諮問委員会は、感染者の濃厚接触
者に対する「停留措置」の期間を、現行の10日から7日に短縮。

国内感染者は193人。兵庫、大阪での濃厚接触者は2900人に上る。
一般病院で診療検討へ。

東京都、神奈川県、滋賀県で感染確認。兵庫県内の感染者132人。
国内感染者は236人に。一般病院での診療開始。
（神戸市）兵庫県内の休校解除を検討。23日にも休校解除方針。

埼玉県、京都府でも感染者、計6都道府県に。政府は新型インフルエンザの対処方
針を緩和。全国一律から感染の程度に応じて2段階に分類。航空機の機内検疫中
止など水際対策を縮小し、国内対策に軸足を移す。西宮市でも一般病院の診療開始。

国内感染者は343人。兵庫県178人、大阪府149人、東京都3人、滋賀県、
京都府、神奈川県各2人、埼玉県1人。（成田空港6人）
兵庫県（神戸市除く）入院患者全員退院。（19日の14人がピーク）

国内感染者は348人。福岡県で初確認。大阪府、兵庫県は休校・休所中
の学校、保育園などを原則、25日から再開。外出、集会、スポーツ大会など
の自粛要請も止めた。
神戸市入院患者49人全員退院。（18日の32人がピーク）

国内感染者は297人。兵庫県155人、大阪府136人、東京都2人、滋賀県、京
都府、神奈川県、埼玉県各1人。（成田空港で5人）兵庫県内の休校解除決定。

国内感染者は338人。兵庫県176人、大阪府147人、東京都3人、滋賀県、
京都府、神奈川県各2人、埼玉県1人。（成田空港5人）

国内で人から人への感染が始まっていることを確認。国の警戒レベルは現在の
「第１段階（海外発生期）」から「第２段階（国内発生早期）」に引き上げられる。

兵庫、大阪で新たな感染者92人。厚生労働省は学校・保育施設の臨時休業な
ど感染防止のための対策強化対象となる「患者や濃厚接触者が活動した地域」
として、兵庫県神戸市と芦屋市、大阪府豊中市、吹田市、茨木市の全域を指定。

感染者世界で4番目に。感染者は兵庫県93人、大阪府31人。
兵庫県は、18日～22日まで県立大学を含むすべての県立学校を休校とするとともに、
市町立と私立の小・中・高校についても休校を要請。大阪府は「流行警戒宣言」。

厚生労働相、水際で感染者を隔離できたことに一定の評価をする。
また、検疫体制の強化は対策全体の一部で、時間稼ぎという面があることを表明。
発熱相談センターなど国内体制の整備にも引き続き力を入れると発表。

感染者は、40カ国、8,829人うち死者数74人に。
新たに感染が報告された国はチリ。
死者はメキシコで2人増える。

感染者は9,830人となり、死者も新たにメキシコで４
人、米国で１人が報告され79人に増える。死者数
が2006年の鳥インフルエンザ1年分の数を上回る。

感染者は世界全体で41カ国、10,243人に増え、死
者も米国から新たに1人が報告され、80人となった。
ギリシャが新たに感染国に。

感染者は41カ国、11,034人うち死者85人と
なった。

新型インフルエンザウイルスの塩基配列解読し、
タミフルに感受性である（効果がある）ことが分かる。

感染者は43カ国、12,022人うち死者86人。
新たにフィリピン、ロシアで感染者（いずれも１人）
が確認され、米国の死者が1人増える。

WHOが警戒レベルを「フェーズ3」から「フェーズ4」に引き上げ。
メキシコでは感染疑いを含めて1995人、死者149人に。感染
者は米48人、スペイン1人、英国2人、カナダ6人となり、5ヶ国。

４月３０日
医療従事者向け説明会（兵庫医科大学病院）

５月２５日　
兵庫医療大学
発熱相談室開設

５月１８日
兵庫医科大学休校の掲示

５月１８日　
兵庫医科大学病院掲示

５月２５日
病院玄関前での症状確認対応開始

感染は23カ国、1,893人、うち死者は31人。
米国での2人目の死者を含む。
メキシコ政府は感染者は1204人、死亡は44人と発表。

感染者2,000人超す。WHOなど豚肉の危険性打ち
消す声明。感染者は24カ国、2,371人、うち死者42人に。




